第40回未来構想フォーラム「日本の外交戦略を探る」
拝啓　初夏の候、新緑も深まり、清々しい日々が続いていますが、皆様に措かれましては益々御清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、日本再生に道を探る本会は、今回は外交問題に焦点を当てます。

北東アジア情勢が領土問題、靖国問題、核問題を巡り、厳しい最中、シベリア開発、北方領土問題も浮上しつつあります。また今秋日本の国連安保常任理事国入りを巡り、駆け引きが展開されています。そこで、長期的、グローバルな視点から、西原春夫氏にご発題頂き、2人の外交プロバーの方々のコメンﾄ、自由討議を行います。

本会は、党派・宗派を超えた自由な発言の場であり、皆様の忌憚の無い御意見を御期待申しあげております。事前にメールまたは当日資料（コピー）を御持参になれば、更に実り豊かな討議を行えると存じます。ご多用の毎日かとは存じますが、万障お繰り合わせの上、ぜひ、ご参席賜りますようご案内申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　平成17年６月吉日　
（特定非営利活動法人）未来構想戦略フォーラム世話人代表　　江島 優

　　　　　　　　（財団法人）　日本環境財団・地球環境財団　　理事長　　福岡克也
記

日時：平成17年6月30(木）、午後６時～8時4０分　（５時５０分開場）

場所：港区商工会館研修会室（東京産業貿易会館６F）Tel:03-3433－0862

港区海岸1-7-8、JR浜松町駅北口、竹芝桟橋方向、首都高速ガード下潜って徒歩5分,

主催：特定非営利活動法人 未来構想戦略フォーラム（JFFSI）

共催：（財団法人）日本環境財団、（財団法人）地球環境財団
協賛：（特定非営利活動法人）ものづくりＮＰＯ、ひとづくりＮＯＰ
会費：一般、５千円（夕食代を含む）、会員（協賛団体会員を含む）、４千円、
NGO/NPO専従事務局スタッフ/学生２千円、定員：70名、懇親会、別途３千円
申込・連絡先：事務局Tel＆Fax：0422-20-0760、携帯:090-8084-7030（大脇）、
〒180-0002 東京都武蔵野市1-23-20-102、 e-mail: e-mirai@igtv.net
スケジュール：

　　　6:00－6:20  自己紹介等（夕食）
　　　6:20-6:30    開会の辞

　　　6:30-7:10  「21世紀日本の平和構想」─積極的平和国家戦略の展開を─
　　　　　　　　　     発題者：西原春夫氏　早稲田大学元総長
　　　7:10 －7:30 コメンﾄ１「国連安保常理国を巡って」

　　　　　　　　 　　　　　　中野有氏　アメリカン大学客員教授
コメンﾄ２　馬渕睦夫氏　（財）国際開発高等教育研究機構専務理事
　　　7:30-8：40   フリー・ディスカッション“日本の外交戦略を求めて”
                  コーディネーター：新谷文夫氏（㈱インタークロッシング代表取締役）

                     ディスカタント：若干名 
　　　8：45　　　　閉会の辞

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

　　　9：00-10時半　懇親会　喫茶室「ル・シェル」TEL：03-3437-3478）

 　　　　（港区海岸1-9-18　港区商工会館前より道路挟んで左斜め向かい側。

　　　　地図⇒　http://map.yahoo.co.jp/pl?nl=35.39.08.474&el=139.45.52.830
＊ http://www.wmiraiforum.com/未来戦略構想フォーラム（6.30フォーラム討議資料公開）
パーソナル・データー（略歴）
西原春夫氏：東京生まれ、早大法学部・大学院法学研究科卒、刑法専攻、同大学で教授、法学部長、’82ー’90年、同大学総長、’84-‘92年私立大学連盟副会長、会長、’98年より学校法人国士舘理事長、’93より（社）青少年育成国民会議会長、‘95-‘98、早大ヨーロッパセンター館長、

　著書：「21世紀のアジアと日本」成文堂、「人を生かし国を活かす―いま国士舘の目ざすもの」 成文堂新書 「早稲田の杜よ,永遠に―わが師・わが友・わが人生」小学館、刑法、独逸・中国刑法関係の著書多数。

中野有氏：㈱コウエイ総合研究所主任研究員、ハワイ・イースト・ウエストセンター上級研究員、元国連工業開発機関アジア・太平洋担当官、（財）環日本海経済研究所主任研究員、ブルッキングズ研究所主任研究員、平成15年9月より現職

馬渕睦夫氏：；1946年1月、京都生まれ、京大、1968年外務省入省。ケンブリッジ大学経済学部卒。国連局社会協力課長、文化交流部文化一課長、EC日本政府代表部参事官、在イスラエル大使館公使、東京都外務長、在タイ大使館特命全権公使、駐キューバ特命全権大使を経て2003年5月より現職

新谷文夫氏：1956年生まれ、’81年東大学工学部舶用機械工学科卒業、小松製作所車両開発センター,’85年カーネギーメロン大学工学系大学院、’87年同社復職88年同社経営企画室配属,’90年日本総合研究所技術研究部（現、創発戦略センター）副主任研究員、’00年同社創発戦略センター所長兼主席研究員、’02年オープンタイドジャパン株式会社,代表取締役社長（三星ＳＤＳ㈱日本事業統括代表）’03㈱インタークロッシング代表取締役社長、兼務役職、㈱ソフィアバンクディレクター、大前経営塾講師／ＢＢＴ講師、明治大学リバティアカデミー、中小企業大学校成蹊大学講師,ウェールズ大学教授,トリニティインベストメント㈱特別顧問、㈱オープンラーニング取締役

■出版：『主役はシニア』（日工フォーラム社）、『顧客主権』（共著ＰＨＰ研究所）

『金融時事用語集2001』共著『図解ＩＴバリアフリーのすべて』『ＩＴコーディネーター資格試験』『図解21世紀型ビジネス』共著『経営戦略ハンドブック』『ノレッジッジワーカーの仕事術』『図解ｅマーケティング』　『図解ＩＴ経営』『図解デビットカード』

6.30’05参考資料：

「日本の新たな平和国家理念ー日本は「積極的平和貢献国家」になることを国是とすべきだー」
「恩讐超える国立追悼施設を」「毎日新聞」2003年（平成15年）10月19日（日曜日）発言席

「日本の新平和国家戦略」第35回未来構想フォーラム、平成16年12月14日以上　西原春夫氏

「中野有の世界を観る眼」国際開発ジャーナル２００５年７月号「シンクタンクと歴史の研究」

「朝鮮半島の４つのシナリオ」2004/12/18、「日本・中国・米国　国際関係を読む」2004/9/30
「太平洋文化の建設を」2004年10月23日（土）国際開発ジャーナル２００５年５月号

「源流と表流の考察」「ユーラシア・アジア太平洋時代の到来」「21世紀の安全保障の再構築を」「ポール・ニッツの戦略思考を考察する」以上　中野有氏
―日本外交の現場から見た人材養成の課題―第26回未来戦略構想フォーラム平成１６年２月９日　港区商工会館「DA50周年に想う- 調和の世界を目指して」FASID NEWS 71号　2004/7/20　以上　馬渕睦夫氏

「北東アジアの平和と安定のための提言ー3つのキーワード」

　　　Innovative Approaches to Peace and Stability in Northeast Asia:

　　Moscow　2005/05/25 Russian Political Science Association (RPSA)　以上 大脇準一郎
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